
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.36 3.39

Ⅰ.(2) 3.55 3.47

Ⅰ.(3) 3.18 2.91

Ⅱ.(4) 3.36 3.05

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.27 3.32

Ⅱ.(8) 3.36 3.39

Ⅱ.(9) 3.09 3.27

Ⅱ.(10) 3.73 3.28

Ⅱ.(11) 3.55 3.09

Ⅱ.(12) 3.55 3.43

Ⅱ.(13) 3.73 3.43

満足度 Ⅱ.(14) 3.64 3.36

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 54.5% 18.2% 9.1% 9.1% 0.0%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

3.36 3.26

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

3.45 3.28

授業を理解するための工夫として、「ノートを取る」とした学生が比
較的多く、「図書館やインターネットを活用する」とした学生が比較
的少ない。
関連文献やインターネットを活用する課題を授業時間以外の学習
活動を行う指導に加えていくようにしたい。

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2014年度　後期

自
身
の

受
講
姿
勢

時間割番号 14309/14354

科   目   名 マクロ経済学Ⅱ/マクロ経済学

教   員   名

受
講
内
容
・
方
法

木を見て森を見ずとならないよう、常に全体像に関連付けて個別の
論点の理解を促進させるように工夫しようとした。そのために、授業
開始前に要点（問題と結論）を箇条書きにより提示し、それに沿っ
て、なぜそのような問題が設定されるのか、どのようにして結論が
導き出されるのかについて、詳しい解説を行った。また各授業での
内容をマクロ経済学の全体系を意識させながら提示した。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

①授業計画の達成度について

計画された内容をすべて網羅することが出来なかったが、これは受
講生の理解を深めるために、内容を絞り込んで、背景知識も含め
た解説を十分に行った結果である。質問項目（7）（8）の科目平均値
から、受講生の理解を深めるというこの意図がある程度達成されて
いると判断する。網羅性と背景知識の十分な解説が適切にバラン
スするように今後努めていきたい。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
3.64 3.36
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